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Presenter
Presentation Notes
一般的な河道改修について説明させていただきます。

　左側の河積の拡大についてですが、現況河道の河積が小さく、流下能力が低いと、河川から洪水が溢れます。
　これに対処するために川底を掘削したり拡幅を行うことにより流下能力を向上させ、洪水を安全に流すことができます。

　次に、堰の改築についてですが、河川内に農業用水や工業用水を取水するためのコンクリートで造られている固定堰があることがあります。これは洪水時には、水の流れを妨げて、堰の上流で水位が高くなり洪水を発生させる原因となります。
　これに対処するため、固定堰を洪水時には転倒する可動堰に改築する工事を行い、洪水を安全に流すことができます。

　次に、橋の改築についてですが橋梁の橋脚が川の中に何本もあって橋脚間の距離が短いと、流れを阻害し、上流側から流れてきた流木などが引っかかり断面を塞ぐなどして、その上流で水位が高くなり洪水を発生させる原因になります。
　これに対処するため、基準に決められた橋脚間の距離で橋梁を架け替えることで洪水を安全に流すことができます。
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